
肺結核患者尿中の結核菌培養 ご

腎臓結核の早期診断 。

国立療断 金灘 松園 中 野 保 二

緒 言

腎臓結核の膀胱症状を呈する以前の もの、並び

に新講結核菌尿症を臨床的に把握するため、療養

所の本院憲者につき尿中結核菌培養を主艦 として

研究 した。.

實 験 方 法

實 験 成 績

1、 採 尿 に は主 と して起 床 時 第1同 展 を と り、

そり際 昇 栄 綿 にて 外 尿道 口及 び その 附 近 を充分 に

清 拭 せ しめた 。

2、 培 地 と して岡 、片 倉培地 を 用 いた 。

3、 培 養 方 法 と して 次 の諸 法 を用 いた 。 鞍

瓦 軍 純 法 、 尿 沈 渣 を硫 酸 嘘理 後培 養 す る。

h「 ス ル7オ サ リチ ー ノL」酸 法 ・「ス」。酸 の蛋

泊 沈 澱 畦 を利 用 し 、硫 酸 庭理 を なす 。

c.「 ピク リン」 酸 法=Esbach試 藥 の蛋 白沈

澱 を利 用 し、 後 はN&OHに て虞 理 す る。

マd
・ 「ヵ セィ ン」 法:寺 田の 記載 した 方法 。

ガ

e・ 硫 酸 亜鉛 ・苛 性 「ソ ー ダ」 法:片 倉 ・岡

の 記載 に よ るが 、放 置 の 代 りに遠 心す る。

f・ 三 窪 化 譜 駿 生;b・ 法 の 如 く實 施 す る 。

第2

1.病 型別による尿中結核菌」寛養澄明

69例 につき数週聞の間隔 をないて4同 實施し1

10週 間観察した成績は次の如 くである翻 ㌃
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()内 は培養日より6ケ 月内の死亡者敷

尿中結核菌培養陽性であって培養 日よ砂6ケq

以内に死亡した5例 について病型、病測、病攣範

囲、喀湊中の 「ガフキー」號数並に培養 日より死

rま での日数 を一括表示す ると次表の如 くである
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詳

所見、培養駄況を表示すると第3表 の 如 くで あ祝
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尋常◎膀胱三角に接近 して右よ砂の土壁に2箇 の

勲状潰瘍 を認めるΦ

水試験:第1日 稀繹試験(1♂ 溜 水揖 取)4時

間の尿量&⑳cc,24時 簡2330cc。 比重:1001～10

14。第2日 濃縮試験、比重最高1022

経過=か 曳る結核菌尿症の歌態が存するに力犠

わ らす、1ケ 月間にわた り無熱の ことがあったo .

解熱薬は勿論投輿 しなかった◎r

釜列2、 ■30歳 ♀ 鱗

主訴:泌 尿科的葺訴な し◎

既往歴;3ケ 夢前よゆ肺結核にて療養す。揚尿

同数が多いようであるとの ②

現症:爾 腎共に賜れないゲ

尿:1∬ 共にや 製混濁する。酸性、蛋白(±)、

結核菌の。

膀胱鏡所見:膀 胱容星約200gcC膀 胱内面は全

般に輕微な獲赤があるが、結核性病攣の像 を認め.
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培養によ砂得 られた薗は抗酸性を黒 し、抗煮沸

1生大であ 秒、入型結核菌 と断ずべきもの で あ っ

たき集落撒は両側共に毎常1本 の玉音地 に概ね50
-150を 認めた。他の一過性に陽性の例では3-

20で あった"

巫。織綾性結核菌尿症鰐の泌尿器科的所見、水試

験成績並に経過 ・、

整列L■33歳 ♂ ＼ ・ 。

泌 尿葎 受診時所見

主訴;泌 尿科的苦訳な し◎ 謄 ◎

既往歴;約4年 前より肺結核:に罹患す◎

現症:右 腎衝動性あ 砂◎左腎尋常◇睾丸、剖睾

丸、精系及び薗位腺に異常を認めない。

尿:1輕 濁五輕濁。反感弱酸性。淡黄、蛋白

←)、「ウロピリノ炉ゲン」(→、放尿婁鉱害4同 、夜5凱づ
,

ゲかの卯研
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膀胱鏡所見;膀 胱宕量200cc以 上。繭楡尿管口
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な い｡｡.㍉ 維 過:解 熱 藥 を投 與 せ すに 、か ㌧る結 核 菌 尿症 の

水 試 験:第1日 稀繹 試 験(11温 水揺 取)4時 聞 存 在 に もか 』わ らす膿 温 の平 温 へ の 復 麟 、燈 重 の

の 尿量650co,24時 間1720cc比 重1002～1012｡増 加 が 認 め られ た｡

第2日 濃縮 試 瞼 、比 重 最 高1014爾 例 の 経 過 の 概 要 は第4表 の 如 くで み るe
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4、 高橋 、 臨 床 の 昭本 、7巻 、 昭14｡

総 括並 び に結論
丸

1、69例 の蹄結核患者に 尿中結核菌培養 を實

施し、8例 が陽性で 中2例 は纒績的であvつた68

例を病型的にみると混合性肺跨に最 も多かつた｡

2、.縫績的に陽性の2例 は、尿中蛋白は←》又は

(±)の 程度であり、膀胱鏡的に も所見は樫微で

あり、共に早期の腎臓結核 と断すべきものであつ
、

1たe

3、 警臓結核の早期診噺に尿中結核菌培養は最

も有力な方法と考えられ、陽1生のものは泌尿器科

的に精査iせられねばな らない｡
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